
本
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令
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ま
し
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（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

〔
告

示
〕

〇
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ

き
、独
立
行
政
法
人
等
の
施
設
で
あ
っ
て
、

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
第
十
五

条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
管
理
を
行

う
た
め
に
必
要
な
設
備
及
び
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
公
文
書
等
の
管

理
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
第
一
号

に
掲
げ
る
施
設
に
類
す
る
機
能
を
有
す
る

も
の
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件
（
内
閣
府
四
二
）

〇
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
五
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
博
物
館
、
美
術
館
、
図
書
館
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
保
有

す
る
歴
史
的
若
し
く
は
文
化
的
な
資
料
又

は
学
術
研
究
用
の
資
料
に
つ
い
て
同
令
第

六
条
の
規
定
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
行
う

も
の
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件
（
同
四
三
）

〇
災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
の
程
度
、
方
法

及
び
期
間
並
び
に
実
費
弁
償
の
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
四
）

〇
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護

の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
救

援
の
程
度
及
び
方
法
の
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
同
四
五
）

〇
首
都
直
下
地
震
緊
急
対
策
区
域
を
指
定
し

た
件
（
同
四
六
）

〇
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
特
例
地
域
型
保

育
給
付
費
の
支
給
に
係
る
離
島
そ
の
他
の

地
域
の
基
準
（
同
四
七
）

〇
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関

係
告
示
の
整
理
等
に
関
す
る
告
示

（
厚
生
労
働
一
九
三
）

〇
医
療
法
施
行
規
則
第
三
十
条
の
三
十
三
の

八
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
方
法
（
同
一
九
四
）

〇
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的

な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に

伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
備
等
に

関
す
る
告
示
を
定
め
る
件
（
同
一
九
五
）

〇
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の

適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
の
指

針
を
定
め
る
件
（
同
一
九
六
）

〇
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
六

十
二
の
四
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
定
め
る
件

（
同
一
九
七
）

〇
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
基
本
方

針
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
九
八
）

〇
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条

第
三
項
及
び
フ
ロ
ン
類
算
定
漏
え
い
量
等

の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
第
二
条
第
三
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
国
際
標
準
化
機
構
の

規
格
八
一
七
に
基
づ
き
、
環
境
大
臣
及
び

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
種
類
並
び
に
フ

ロ
ン
類
の
種
類
ご
と
に
地
球
の
温
暖
化
を

も
た
ら
す
程
度
の
二
酸
化
炭
素
に
係
る
当

該
程
度
に
対
す
る
比
を
示
す
数
値
と
し
て

国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
環

境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
係

数
を
定
め
る
件
（
経
済
産
業
・
環
境
五
）

〇
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律

第
二
十
六
条
第
二
項
の
障
害
補
償
標
準
給

付
基
礎
月
額
を
定
め
る
件
（
環
境
四
九
）

◇
内
閣
官
房
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

一
二
四
号
）（
内
閣
官
房
）

１

平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
置
か
れ
る
内
閣
審
議

官
一
人
の
存
置
期
限
を
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で

延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
法
務
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一

二
五
号
）（
法
務
省
）

１

大
臣
官
房
に
置
か
れ
る
審
議
官
を
一
人
廃
止
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
一
条
及
び
改
正
前
の
附
則
第
二
項
関

係
）

２

民
事
局
に
置
か
れ
る
参
事
官
を
一
人
廃
止
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
二
条
及
び
附
則
第
三
項
関
係
）

３

刑
事
局
に
置
か
れ
る
参
事
官
を
一
人
廃
止
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
二
条
関
係
）

４

大
臣
官
房
に
置
か
れ
る
参
事
官
一
人
の
設
置
期
間
を

延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

５

民
事
局
に
置
か
れ
る
参
事
官
一
人
の
設
置
期
間
を
延

長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
項
関
係
）

６

刑
事
局
に
置
か
れ
る
参
事
官
一
人
の
設
置
期
間
を
撤

廃
す
る
こ
と
と
し
た
。（
改
正
前
の
附
則
第
五
項
関
係
）

７

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

８

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
厚
生
労
働
省
組
織
令
及
び
労
働
組
合
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令（
政
令
第
一
二
六
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
改
正
関
係

１

雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
並
び
に
同
局
総
務
課
、

育
成
環
境
課
及
び
保
育
課
の
所
掌
事
務
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
、
第
九
二
条
、
第

九
七
条
、
第
九
八
条
及
び
附
則
第
四
条
関
係
）

２

年
金
局
並
び
に
同
局
事
業
企
画
課
及
び
事
業
管
理

課
の
所
掌
事
務
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
四
条
、
第
一
三
〇
条
及
び
第
一
三
〇
条
の
二

関
係
）

３

社
会
・
援
護
局
援
護
課
及
び
業
務
課
を
統
合
し
、

名
称
を
援
護
・
業
務
課
と
す
る
と
と
も
に
、
同
局
に

事
業
課
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
〇
条
及

び
第
一
〇
六
条
〜
第
一
〇
八
条
関
係
）

４

中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
に
置
か
れ
る
審
査
総
括

官
を
一
人
増
員
す
る
と
と
も
に
、
調
整
第
三
課
を
廃

止
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
五
八
条
及
び
第
一
六
一

条
〜
第
一
六
三
条
関
係
）

５

中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整
第
一
課
の
所
掌
事

務
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
六
一
条

関
係
）

６

平
成
三
〇
年
度
末
ま
で
の
時
限
で
設
置
さ
れ
て
い

る
大
臣
官
房
審
議
官
一
人
の
時
限
を
撤
廃
す
る
こ
と

と
し
た
。（
附
則
第
二
条
関
係
）

二

労
働
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

１

中
央
労
働
委
員
会
地
方
調
整
委
員
が
任
命
さ
れ
る

区
域
に
つ
い
て
、
八
区
域
を
二
区
域
に
統
合
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
人
数
を
削
減
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

二
三
条
の
二
及
び
別
表
第
一
関
係
）

２

中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
地
方
事
務
所
に
つ
い

て
、
七
箇
所
か
ら
一
箇
所
に
削
減
す
る
と
と
も
に
、

管
轄
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
二
関

係
）

三

施
行
期
日
等

１

こ
の
政
令
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を

定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
〜
第
五
条
関

係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
二
七
号
）（
厚
生
労
働

省
）

１

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
の
主
た
る
事

務
所
を
東
京
都
に
置
く
期
限
を
平
成
二
七
年
四
月
三
〇

日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
政
令
等
の
整
備
等
に

関
す
る
政
令
（
政
令
第
一
二
八
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

１

児
童
福
祉
司
等
の
養
成
施
設
及
び
講
習
会
に
つ
い

て
、
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
指
定
、
変
更
の
承
認
及

び
指
定
の
取
消
し
、
都
道
府
県
知
事
に
対
す
る
指
定

の
申
請
、
変
更
の
届
出
及
び
指
定
の
取
消
し
の
申
請

等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
の
二
関

係
）

〇
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
一
条
第
二
項
の
遺
族
補
償
標
準
給

付
基
礎
月
額
を
定
め
る
件
（
同
五
〇
）
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